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平
成
一
八
年
主
催
講
演
会
に
つ
い
て

　
平
成
一
八
年
の
主
催
講
演
会
は
、
前
年
に
引
き
続
き
三
月
、
五
月
、

十
月
の
三
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
脊
二
月
は
、
本
会
理
事
の
垣
根
栖
氏
が
、
「
湯
の
花
小
屋
の
ひ
み
つ
」

と
題
し
て
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
湯
の
花
」
生
産

の
仕
組
み
を
、
湯
の
花
小
屋
構
築
の
工
夫
も
含
め
て
説
明
。
ス
ラ
イ
ド

映
写
を
交
え
た
豊
富
な
資
料
を
駆
使
し
て
の
説
明
は
、
系
統
的
か
つ
具

体
的
で
理
解
し
易
く
、
今
更
の
ご
と
く
別
府
温
泉
文
化
の
持
つ
奥
深
さ

と
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
改
め
て
会
員
に
印
象
づ
け
た
。

　
五
月
の
講
演
は
、
同
じ
く
理
事
の
矢
島
嗣
久
氏
と
副
会
長
の
三
重
野

氏
が
、
石
垣
原
の
合
戦
に
つ
い
て
、
そ
の
史
跡
と
合
戦
の
経
過
を
、
ス

ラ
イ
ド
（
矢
島
）
と
解
説
（
三
重
野
）
を
交
え
な
が
ら
辿
っ
た
。
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
　
修
　
部

収
録
し
た
多
く
の
映
像
を
ス
ラ
イ
ド
で
映
写
し
つ
つ
講
演
さ
れ
、
石
の

文
化
の
宝
庫
と
言
わ
れ
る
大
分
県
の
石
造
文
化
の
奥
深
さ
わ
実
証
さ
れ

た
。
　
な
お
先
生
方
に
は
次
頁
如
何
に
講
演
に
か
か
わ
る
貴
重
な
論
稿
を
寄

稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
精
読
下
さ
い
。

に
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
史
跡
の
解
説
は
、
事
前
に
公
民
館
入
り
ロ
フ
ロ
ア

に
展
示
し
た
大
分
県
先
哲
資
料
館
提
供
の
関
係
パ
ネ
ル
と
と
も
に
講
演

内
容
に
臨
場
感
を
も
た
ら
し
大
変
に
効
果
的
で
あ
っ
た
。

　
十
月
は
、
民
俗
学
専
門
の
別
府
大
学
講
師
（
元
先
哲
資
料
館
副
館
長
）

小
泊
立
夫
氏
を
迎
え
て
「
大
分
県
の
石
造
文
化
財
に
つ
い
て
」
と
題
し

講
演
を
頂
い
た
。
主
に
県
内
各
地
の
石
塔
・
石
仏
を
中
心
に
、
先
生
が

恒松　栖先生

小泊立矢先生
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